
(2006)チャイロキツネザル種間雑種個体群の染色

体分析.､第53回日本生態学会大会 (2006年3月,新

潟)第53回日本生態学会木会誌演要旨集 :355.

14) 田中洋之,須賀丈,Kal10nO,S.,渡遊邦夫,Roubik,D.

(2006)インドネシア ･スラウェシ島に生息するミ

ツバチ属の系統地理.第 53回日本生態学会大会

(2006年3月,新潟)第53回日本生態学会大会講演

要旨集 :377.

論決

1) 川本芳 (2005)ケモノたちの来た道-ニホンザル

を中心に-.京都大学総合博物館第 18回公開講座

｢日本の動物はいつどこからきたのか｣ (2005年

11月,京都).

2) 川本芳 (2005)最近のサル学～遺伝子からニホン

ザルとヒトを見る～.~神奈川県立生命の星 ･地球

博物館講演会 中津層群のサル化石とサル学 (2005

年8月,小田原).

その他

1) 川本芳 (2005)遺伝学と厩猿.平成 16年度牛の博

物館友の会シンポジウム 牛馬の守護神 厩猿信

仰 :9-14.

2) 川本芳 (2006)フィール ド調査における遺伝学的

駄科収集の方法-バングラデシュ.における事例.

京都大学霊長類研究所共同利用研究会 アジア ･

アフリカ圏晴乳類現地調査におけるマテリアルエ

ビデンスの可能性.

3) 川本芳 (2006)ミトコンドリアDNA変異からみた

ニホンザルの地域性.京都大学霊長類研究所共同

利用研究会 野生霊長類の保全生物学.

4) 川本芳 (2006)遺伝子から見たニホンザルの地域

分化.京都大学霊長類研究所共同利用研究会 霊長

類野外研究の将来.

5) 川本芳 (2006)迫伝子による管理単位の判定とモ

ニタリング.農林水産省プロジェクト｢野生鳥獣に

よる農林業被害軽減のための農林生態系管理技術

の開発｣成果の紹介 :2.

系統発生分野

茂原信生 (教授),相見蒲 (助教授)

高井正成 (助手),本郷一美 (助手)

鍔本武久 (日本学術振興会特別研究員)

Thaung-Htike,鈴木智起,ZinMaungMavngThein

(大学院生)

<研究概要>

A)霊長類の性選択

相見漏

●オナガザル類では犬歯の性的二型が顕著であると

いわれてきた.しかし,シロクロコロブス類では雌の犬

歯が必ずしも小さいわけではない.これまで,霊長類の

犬歯をめぐる性選択に関する議論は,｢顕著な性的二型

を示すのか,それとも雌雄同型か｣という二者択一に分

けておこなわれてきた.このような二者択一の議論をシ

ロクロコロブス類に当てはめることができないようだ.

これまでの議論では不十分であり,性選択に関する議論

の再検討をはかっている.

B)霊長類の周日行性起源の検討

相見漏

霊長類の共通祖先は夜行性であったというのが現

荏,一般的な説である.しかし,晴乳類の共通の祖先は

昼も夜も活動するといわれるようになってきた.そこで,

霊長類について検討した.その結果,霊長類もかつては

昼も夜も活動する,すなわち,周日行性だったとの仮税

を提出した.マダガスカルにすむ原猿類キツネザルの現

地調査をおこない,この仮説の検証につとめている｣

C)スンダランドの藍長類の変遷 ′

相見漏

現在のマレー半島,スマ トラ,ボルネオ,ジャワは

かつて,つながっていて,スンダランドと呼ばれる一続

きの陸地をなしていた.この地域は動物の種類が豊富で,

コノハザルやシアマンなど特有のものがいる.これらの

特有な種の分布を調査し,ゆくゆくはこの地域の動物相

全体の変遷を明らかにしたい.

D)東アジアの第三紀前半の化石霊長類の進化に関する

一研究

茂原信生,高井正成,鍔本武久
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ミャンマー国中央部のボンダウン地域に広がる中

期始新世未の地層を対射 こして,霊長類化石の発掘を目

的とした調査をおこなっている.同地域から見つかる化

石霊長矧ま.原始的な曲舟狼獄と六校類の中間的な形態

を示しており,苅狼桁の起択地と起沿時期に関する論争

に大きな宍献をしている.

E)南米大陸における第三紀の化石霊長軒の研究

高井正成,茂原信生

南米大陸各地の第三紀の地層から発見された化石

広鼻猿類の形態学的および系統的な解析をおこなって

いる.特にコロンビア国南部のラベンタ地域から発見さ

れた中期中新世の複数の化石霊長類とボリビア国中部

のサジャ地域から発見された漸新世末期の化石霊長類

に関して研究を行っている.

F) ユーラシア大陸における第三紀末期のオナガザル上

科霊長類の進化に関する研究

高井正成,鍔本武久

ユーラシア大陸におけるオナガザル上科の進化プ

ロセスを古生物学的観点から研究している.特に中央ア

ジアで見つかっている Parapresbytisと西アジアで見つ

かっているParadoh'chopithecusに関して形態的･系統的

解析を行っている.

G)地球規模から見た霊長類の進化プロセスに関する

包括的研究

高井正成,鍔本武久

新生代初頭 (約 6500万年前)から始まる霊長類の

進化プロセスを,地球規模の環境変動といった観点から

研究している.即ち,新生代の大陸移動 ･梅流の変化 ･

気候変動にともなう植生や動物相の変化が,いかにして

霊長類の進化を促しその分布や形態を変化させるに至

ったかという｢進化プロセス｣を,巨視的な観点から説

明するべく研究を行っている.

H)完新世ニホンザル骨形憶の地理的変異の成立に関

する研究

柿崎智子(群馬県立自然史博物館),高井正成,

本郷一美,茂原倍生

現生のニホンザルの歯牙や骨格にみられる形態的

な地理的変界の成立に関して,日本各地の考古遺跡から

出土した骨姿料との比較から検討した.霊長類研究所所

蔵の現生野生ニホンザル標本540体,その他考古遺跡出

土ニホンザル化石の上顎 ･下顎犬歯および臼歯,近位 ･

遠位の両骨端が骨化･癒合した四肢骨の雷摘lJを行い追加

資料の分析を行っている.

I)東アジアにおける舌筋三紀の帝椎動物の進化

鍔本武久,高井正成,TTIaungHtike,ヽ

ZinMaungMaungThe主n

音節三紀 (6500万年前～2400万年前)の充アジア

各地の脊椎動物相を解析することによって,この時代の

脊椎動物の進化の実態の解明を目指している.今年度は,

ミャンマーのボンダウン層 (約 3720万年前)の地矧 こ

関する論文,ボンダウン層から産出した食肉性嘱乳塀の

新種記載･系統解析に関する論文,ボンダウン屑から産

出した鳥化石に関する論文,そしてモンゴルのエルギリ

ンゾ一層 (約 3500万年前)における脊椎動物化石発掘

調査に関する論文を発表した.

J)西ア豆アにおける偶蹄類の家捌 ヒと牧畜技術の発達

に関する研究

本郷一美

西アジアにおける偶蹄軒の家存化の過程と牧畜経

済の成立から遊牧の発生に至る変化を探るため,トルコ

南東部とヨルダンで新石器時代迫跡の発掘調査を行っ

ている.トルコ南東部のチャヨヌ迫跡 (先土器新石器時

代)から出土した噴乳動物骨の同定分析を進め,この地

域の定住農耕村落では先土器新石器時代B期中頃から,

偶蹄類のサイズや齢構成の変化が始まることを明らか

にした.また,種による家畜化過程の違いを研究してい

る.トルコ北東部山岳地帯における移牧と乳製品生産に

ついての民族調査も行っている.

K)タイ南部の狩猟採典民による霊長類狩猟の民族考

古学的研究

本郷一美

タイ南部の森林地音別こ住むマニ族は最近まで吹き

欠による霊長類の狩猟を行っていた.マニ族の居住跡の

民族考古学的調査により収集された霊長類骨格の同

定 ･計測をすすめている.(ドイツ･チュービングン大

学先史学部との共同研究)

L)日本犬の起源と移動に関する研究

茂原信生,本郷一美,柿崎智子 (群馬県立自
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然史博物館)

日本犬の起源を探るために,日本各地の古代家犬,

ならびに在来犬の調査を行った.縄文時代から江戸時代

の古代家犬の写真撮影と計測,非計測的形質の調査を日

本で行い,さらに,日本では観察できない現生の品種の

形態調査をドイツのベルリン自然史博物館で行った.先

にまとめた日本で印刷されたイヌに関する文献調査に

続いて,海外の文献調査を行っている.

M)マカタ属における歯の形態変異の研究

鈴木智起,高井正成

化石マカクの分類や系統解析をするためにマカク

屈の歯冠の近遠心径および頬舌心径を計測し,歯におけ

る種閉変異を分析した.

N)ミャンマー中部における中新世から更新世の陸上晴

乳類相の解析

ThaungHtike,高井正成,

ZinMaungMaulsThe主n,茂原信生

ミャンマーの新第三期噴乳類生屑序の解明を目指

し,中新世から更新世に生息していた晴乳類相の形態,

系統と進化に関する研究を行っている.2005年 8月か

ら 1カ月半ほど,11月から2ケ月ほどミャンマーでフ

ィル ド調査を行い,中部中新銃と上部中新統の2ヶ所に

化石発掘調査と地質調査を行った.2005年度調査で中

期中新世の化石新産地を見つかり,イノシシの新種を含

めてミャンマーからまだ発見されていない晴乳類化石

をいくつか記載できた.研究成果として2005年 7月の

古生物学会年会.9月の地質学会と2006年 2月の古生

物学会例会で発見したイノシシ化石の記載,系統と進化

について発表した.

0)(a)Rhinocerotidae(Mammalia,PCrissodactyla)from

theNcogeneofMyanmar

O))Hipparion(Perissodactyla,equidae)fromtheMiocene

sedimentsofMyanmar

ZinMaungMaungTTlein,高井正成,茂原信生

Myresearchfocusesonthemammalian faunafromthe

NeogeneterrestrialsedimentsexposedincentralMyanmar

especially Perissodactyla. (a) Phylogeny, evolution,
migrationandpalaeoecologyofthegenusRhinoceros(b)

DispersionofHipparions in Myaum arandneighboring

reglOnS,血eirphylogenyandpalaeoenviroment

<研究業績>

原著論文

I) Egi,N.,Holroyd,P.,Tsubamoto,T.,AungNaingSoe.,

Tdkai,M.,Ciochon R.L. (2005) Proviverrine

hyaenodontids (Creodonta:Mamm alia) 丘om the

EoceneofMyanmarandaphylogeneticanalysisofthe

proviverrinesBom thePara-Tethysarea.Joumalof

SystematicPalaeontology3(4):337-358.

2) Fooden,∫.,Aimi,M.(2005)Systematicreview of

Japanesemacaques,Macacabscata(Gray,1870).

FieldianaZoology104:1-200.

3) Hongo,H.,Mead'ow,R.H.,Oksuz,B.,Ilgezdi,a(2005)

Sheep and GoatRemainS from Cay6nq Tepesl,
SoutheastemAnatolia.H.Buitenl1uis,A.M.Choyke,L

Martih,L.BartosiewiczandM.Mashkour(eds.),

Archaeozoologyof也eNearEastVI:113-124.

4) Hongo,H.(2005)Transition丘omtheBronzeAgeto

theIronAgeinCentralAnatolia:Aviewkomfaunal

remainS from Kaman-Kaleh8yBk.nle Anatolian

ArchaeologicalStudiesXIII:12ト131.

5) Matsui,A.,IIshiguro,N.,Hongo,H.,Minagawa,M.

(2005)Wildpig70rdomesticatedboar?Archaeological

viewofthedomesticationofSUBscrofa..Vigne,J.-D.
(ed.)NewMe山odsand也eFirstStepsorMammal
Domestication.Oxfわrd:148-159.

6) MaungMaung,ThaungHtike.,Tsubanoto,T.,Suzuki,

H.,ChitS°im,Eg主,N.,ZawWin.,ZinMaungMaung

Thein.,AyeKoAung.(2005)Stratigraphyofthe

prlmate･bearing beds.of the Eocene Pondaung

Formation at Paukkaung area, Myanm ar.

AnthropologicalScience113:ll-15.

7) Nishimura,T.,Takai,M.,Tsubamoto,T.,Egi,N.,

Shigehara,N.(2005)Ⅵdationin maxillarysinus

anatomy among platyrrhine monkeys.Journalof

HumanEvolution,49:370-389.

8) Takai,M.,ChitSein.,Tsubamoto,T.,Egi,N.,Maung

Maung.,Shigehara,N.(2005)Aneweosimiidfromthe

latestmiddleEoceneinPondaung,centralMyanmar.

AnthropologicalScience113:17-25.

9) ThaungHtike,Tsubamoto,T.,Thkai,M.,Natori,M.,

Egi,N.,MaungMaung.,Chit-S°in.(2005)Arevisionor

Tetraconodon(Mammalia,Artiodactyla,Suidae)kom

theMioceneofMyanmaranddescriptionofanew

species.PaleontologicalResearch9(3):243-253.

10)Stidham,T.A.,Holroyd,P.,Gunnell,a,Ciochon,R.,

Tsubamoto,T.,Egi,N.1,Takai,M.(2005)Anzlbis-like

bird(Aves:cf.Threskiomithidae)fromthelatemiddle

EoceneofMyanmar.Contributions丘omtheMuseum

ofPaleontology,University orMichigan 31(7):
179-184.

11)鍔本武久 (2005)原始噴乳類のあご.clinical
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Calcium15(6):135-138.

12)鍔本武久,渡部六人,鈴木茂,ヒシグジャウニツオ

ク トバー トル (2006)モンゴルの上部始新統

Ergi1inDzo屑から産出する脊椎動物化石群.地質

学雑誌 112(3):5･6.

総脱

1) 市井正成 (2005)マカクとヒヒ:ユーラシア大陸に

おけるオナガザル亜科の進化プロセスに関する考

察.丑長類研究 21(2):121-138.

番評

1) 本郷一美 (2005)松井章著 r環境考古学-の招待一

発掘からわかる食 ･トイレ･戦争-｣岩波新書.

｢ェコソフィア｣ 15:121.

2) 高井正成 (2005)番評 『ゴリラ』(山極寿-著,東京

大学出版会).化石 78:90.

その他雑誌

1) Thkai,M.,Hufhan,M.,Shigehara,N.(2005)

Introductiontotheproceedingsofthesym posium

'■Asian paleopnmatology:EvolutionoftheTertiary

PrimatesinAsia".AnthropologicalScienceI13:1-2.

学会発表等

1) Egi,N.,Tsubamoto,T.,Takai,M.,Holroyd,P.(2005)

Creodonts kom the Middle Eocene Pondaung

Formation(Myanmar)anditspaleobiogeographicat

significances. 65th Annualmeeting, Society of

VertebratePaleontology(Oct.2005,Mesa,Arizona)

SocietyofVertebratePaleontology25(3(supplement)):
53A.

2) llongo,H.(2005)AnimalExploitationandtheProcess

orUngulateDomesticationinSoutheastemAmtolia‥

IntemationalSymposiumNeolithicArchaeologyinthe

KhaburⅥ1ley,UpperMesopotamiaandBeyond(Jut.
2005,Tbkyo).

3) Kalmykov,N.,Maschenko,E.,Thkai,M.,Taru,H.,

Hasegava,Y.,Koizumi,A.,Ivamoto,M.(2005)

Zoogeography of colobine monkeys (Mammalia,
Colobinae)andPliocenemammalianfaunaofcentral

Aia.TomskConrerrence(Nov.2005,Tomsk,Russia).

4) Nishimura,T.,Takai,M.,Tsubamoto,T.,Egi,N.,

Shigehara,N.(2005)Vdationinthethree-dimensional

anatomyofthemaxillarysinusamongplatyrrhine

monkeys.AnnualmeetingofAmericanAssociationof

Physical Association (APT. 2005, Milwaukee,

Wisconsin,U.S.A.)American Journal ofPhysical

Anthropologysupplement40:158.

5) Sluzuki,H.,MaungMaung.,ZawWin.,Tsubamoto,T.,

Zin Maung Maung The主n.,Thkai,M.,Egi,N.,

Sbigehara,N.(2006)Horizonsandmodeoroccu汀enCe

ofthevertebratefossilsfromtheUpperMemberofthe

EocenePondaungFomationinthepaukkaungarea,
centralMyanmar.日本古生物学会節 155回例会

(Feb.2006,京都)EI'lt淡予稿処 :24.

6) ThaungHtike,Tsubamoto,T.,Chit･Sehl.,Takai,M.,

Egi,N.,Zin Maung Maung ¶1ein. (2005)

Tetraconodontine suids from the lower part of

lrrawaddyFormation,Myanmar.日本地質学会苅 112

年学術大会 (sep.2005,京都)講演要旨 :284.

7) ThaungHtike,Tsubamoto,T.,ChitSein.,Tikai,M.,Eg主,

N･,ZinMaungMaung¶lein.,Shigehara,N.(2006)

NewinterpretationontwolargeformsofTetracorlOdon

(Artiodactyla,Suidae)from theupperMioceneof

Myanmar.日本古生物学会茄 155回例会 (Feb.2006,

京都)講演予稿集 :21.

8) ZinMaungMaungThe主n,TnaungHtike.,Tsubamoto,

T.,Takai,M.,Egi,N.(2006)EarlyPleistoceneJavan

Rhl'noceros(RhinocerossondaEczJS)fromtheupperpart

ofthelrrawaddyFormation,Myanmar.日本古生物学

会第155回例会 (Feb.2006,京都)言符洪予稿典 :94.

9) 相見活 (2005)霊長桁の共通祖先は夜行性だった

か? 第21回日本霊長籾学会大会 (2005年7月,分

数)霊長析研究 21(Suppl.):5-12.

10) 江木直子,鍔本武久,高井正成,p.Holroyd.(2005)

ミャンマー中期始新世ボンダウン晴乳類相のヒエ

ノ ドン科肉歯類.日本古生物学会 2005年年会

(2005年7月,東京)講演予稿弗 :125.

ll) 江木直子,高井正成,soeThuraTun.,鍔本武久,茂

原信生,西村剛 (2006)体肢骨は晴乳類の系統位置

推定に有用か?一一始新世アジアのアンフイピテク

ス科霊長類の例.日本古生物学会第 155回例会

(2006年2月,京都)講抗予稿鈍 :98.

12)本郷一美 (2005)偶蹄和の家酎 ヒ過程の解明:西ア

ジアにおける動物考古学研究.苅 59回日本人類学

会大会 骨考古学分科会シンポジウム ｢骨考古学か

らみたドメステイケ-ション｣ (2005年月,横浜).

13) 三枝春生,鍔本武久,田中里志 (2005)神戸層群産

晴乳類化石の追加標本.p.151.(2005年 9月 18-20

日,京都).日本地質学会第 112年学術大会 (2005

年9月,京都)講演要旨 :151.

14) 高井正成,E.マシェンコ.,樽創,小泉明裕,岩本光

雄,長谷川善和,鍔本武久 (2005)シベリアおよび

モンゴルの後期鮮新世の地層から見つかっている
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コPブス類化石について.第 21回日本霊長類学会

大会 (2005年 7月,倉敷)霊長類研究 21(Suppl.):

5-13.
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